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平成15年度H本語教育短期研修報告
「多言語環境下の子どもの雪語発達・醤譲学
習」
日時：平成15（2003）年8月8日（金）
場所：国立国語研究所講堂・第1研修室
参籏人数：197名
【趣旨1
　平筆で生活し学ぶ外国人児童生徒や帰国
児童生徒，海外に暮らす海外児童生徒など
の子どもたちへの対応が璽要な課題と認識
されるようになっているが，日本語教育も
その例外ではない。子どもは，体や心，知
力や二会的能力など様々な側面において人
として成長過程にある存在であることをふ
まえて，子どもに対することばの教育を
「発達」という観点からとらえ，多言語環境
にある子どもと向き合う時に，どのような
ことを考える必要があるか，どのように学
びを支えることができるかを考えた。
【講演とディスカッション1
　ことばの発達と学習（東京学芸大学　高
　木光太郎〉
・多言語環境下の子どもに村する学習支援
　（国立国語研究所　石升恵理子）
・多言語環境下の子どもの雷声発達上の問
　題（Putnam　Northern　Westchester　BOCES
　バーンズ亀山静子）
【分科会1
1：ことばの学習と教科の学習（高木光太郎，
　石井恵理子）
2：言語発達上の問題に鮒する取り組み（バ
　ーンズ亀山静子，金田智子）
ヂ作文教育における，譲本語教師と大学専門
教員との協：カのために」
El騒寺：平成15（2003）年10月25　B　　（土）
場所：国立国語研究所講堂
参加人数：165名
【趣賃】
　大学等の高等教育機関で学ぶ留学生には，
日ホ語でレポートや論文を書ける力が強く
求められている。また，留学生を指導する
立場にある大学教員や日本語教師には，留
学生にそのような文章を書かせることが求
められている。一般に，日本語の形式に関
わる指導はH本語教師，文章の内容に関す
る指導は大学教員，という役割分担が考え
られているようだが，言語によって表され
る内容と興野の形式とが密接に関連してい
ることを考えると，作文指導においても，
内容と形式とを単純に分けてしまうことは
必ずしも適切ではない。同じように，留学
生の文章作成能力の向上ということを考え
る場合も，一般の大学教員の役割と日本語
教員の役割との問には，両者が同じように
関わることができる（関わるべき）部分が
あるであろうし，そのような部分において，
両者が積極的に協力しあえる関係を作り出
していくことは，今後ますます重要になる
はずである。
　こうした協力関係を作り出していくため
に，本研修では．「B本語教員と専門の大学
教員とでは，添潮・文章指導における視点
がどのように異なるか」，「専門の大学教員
は日本語教育での作文指導に何を求めてい
るのか」，「B本新教育側から一般の大学教
員に対し，どのような協力を求めていけば
いいのか」といった点について考えた。
【講演とディスカッション】
・B本語教師と大学専門教員との作文指導
　における視点の違い（富山大学留学生セ
　ンター　深澤のぞみ）
・論文作成や発表用資料作成の指導をどの
　ように行うか（東京農工大学　高木隆超）
・作文指導におけるB本語教員と大学専門
　教員とのティームティーチングの試み
　（東京海洋大学　大島弥生）
・コメント（国立国語研究所イウンスク）
「日本語教育における文法の役割」
（金沢大学留学生センターと共催）
ヨ時：平成15（2003）年12月14日（日）
場所：金沢大学サテライトプラザ
参加人数：78名
【翠煙
　言語教育において「文法」は必要不可欠
なものである。日本語教師は，教育現場で
の経験を踏まえながら，現場の問題の解決
に結びつくような「B本語教育のための文
法」を作っていかなければならない。しか
し，そのためには，「日本語教育に役立つ文
法とはどういうものか」，「日本語教育のた
めの文法について考えるためには，何をど
のように勉強する必要があるのか」といっ
た点について考えることが必要である。
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　本研修では，これらの点について考える
とともに，参加者から事前に提出された
「文法」に関する疑問や現場での問題につい
て答えながら，ディスカッションをおこな
った。
【講演・コメントとディスカッション】
・日本語教育に役立つ文法とは（広島大学
　臼用博之）
・「文法」をどう勉強するか（国立国語研究
　所　井上優）
・「現場の声」報告（金沢大学　長野ゆり）
・コメント（佐賀大学　フォード丹羽順子）
「日本語学習をとらえなおす」
E蓄時：平成璽5（2003）年12月21日（B）・23日
（火・祝）
場所：東京国際フ■一ラム
参加人数：豆57人（21H基調講演），148人
　　　　　（21日シンポジウム），140人（23
　　　　　日分科会）
【趣旨】
　日本語教育の世界では，1980年代以降，
急速な勢いで学習者数が増大し，H本語教
育に関わる人々も拡大した。新しい教授法
の応用もうながされ，様々な教材や教室活
動が開発されている。その一方で，学習者
は：量的に拡大しただけでなく，質的にも，
年齢，背景文化t学習Ei的などにおいて多
様化が進み，効率を自指した教育や，従来
型の一斉授業の枠組みでは二丁が難しい状
況となっている。
　こうした状況に呼応して，薪たな学習観
に基づく教育実践，調査研究が進み，学習
に対する興味・関心が紙たな形で高まって
いる。本研修では，講演，ディスカッショ
ン，分科会など様々な形で，「学習はどのよ
うにして起こるのか」，「学習の機会や場を
教師はどのように設定するのか」というこ
とについて研究的な視点，教育的な視点の
双方から検討をおこなった。
【基調講演】（21B午前）
・学習論の変me　一「できる」　・「わか
る」・「まなぶ」の関係をめぐって一（青
山学院大学　佐伯絆）
【シンポジウム：学習の普遍性と多様姓】
（21日午後）
・子どもはどのように動詞の意味を推論す
　るのか（東京大学　針生悦子）
・学習者要因としての動機づけ一個に応じ
　た指導を目指して一（立正大学　小西正
　恵）
・学習環境としての教室づくり一「学習者
　主体」をめざす教室担当者へ一（早稲田
　：大学　細jll英雄〉
【分科会・全体会】（23日）
A：「漢字」の認知・学習と教育実践（担
　　当：杉本明子）
B：教科書をとらえなおす一学習に役立て
　　るために一（担当：福永由佳）
C：コンピュータを用いた学習環境作り
　　（一二：植木正裕）
D：主体的な学びに対する他者の関わり
　　（担当：椙本総子）
E：「教室」の役罰く撹影：石井恵理子）
「ひろげる・つなぐ　漢掌教育の工夫」
日時：平成16（2◎04）年2月28日（土）
場所：東北大学マルチメディア教曹研究棟
参加人数：92名
【趣旨】
　字形や読み方が複雑で，文字数も膨大な
漢字の学習は，B本語学習者にとって大き
な悩みであることが少なくない。一文字ず
つが読めて書けるといった文字学習にとど
まらず，漢字語の語構成や用法など，H本
語文の中での漢字の働きを理解することに
よって，B本語の総合的な学習に結びつい
ていくような広がりを持った漢字学習のた
めに，どのような工夫が考えられるカ㌔ま
た，漢字の学習には長期にわたる努力が必
要とされるので，学習者の動機づけや学習
意欲を高め，学び続けていけるようにする
ことも，漢字学習においては重要なポイン
トである。
　塞研修では，「漢字について学ぶ一つ一つ
のステップを，漢字の世界全体，そしてH
本語全体への理解につなげるために何がで
きるか」という観点から，学習者の日本語
力の向上を支える漢字力について考えた。
【講演とディスカッション】
・漢字教育を見直す（国立国語研究所　石
　井恵理子〉
・漢字力を神ばす一シラバス，評価の観点
　から一（筑波大学　加納千恵子）
・漢字力を伸ばす一漢字語彙の観点から一
　（東北大学　稲村真理子）
・グルー・・プ討論・全体討論
　　　　　　　　　　　　　（記二野上優）
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